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第 1 章 序論 
 
第 2 章 O-プロパルギルホルムアルドキシムの銅触媒骨格転位反応による 
4 位にメチレン基をもつイソオキサゾリン誘導体の合成 
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第 4 章 金触媒による「環化－分子間メチレン基移動」反応と 
カルボニルエン反応での不斉転写を利用した 
     光学純度の高いイソオキサゾールの効率的合成 
 
第 5 章 金触媒による「環化－分子間メチレン基移動」反応の拡大： 
高度に官能基化されたイソオキサゾリン誘導体の合成 
 
第 6 章 金のレドックス触媒反応：環化－アリール化反応による含窒素多置換ヘテロ環合成 
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第 3 章 金触媒を用いた「環化－分子間メチレン基移動」反応による 4 位にメチレン基をもつイソオ
キサゾリン誘導体の効率的合成 
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第 5 章 金触媒による「環化－分子間メチレン基移動」反応の拡大：高度に官能基化されたイソオキ
サゾリン誘導体の合成 
 








































によるアルキンの  π 活性化を起点とした含窒素多置換ヘテロ環合成法の開発」と題する儀間
真也氏提出の博士論文では、金触媒によるアルキンの  π 活性化を鍵とする反応開発によって、
新規含窒素多置換ヘテロ環化合物の合成に成功している。  
 
第 2 章では、O-プロパルギルホルムアルドキシムに対し銅触媒を用いることで、4 位にメ
チレン基をもつ多置換イソオキサゾリンが得られることを見出している。  
 









 第  5 章では、オキシム部位にエステル基を導入した O-プロパルギルオキシムを用いた金
触媒反応によってイソオキサゾリン誘導体が得られることを見出し、第  3 章で開発した金触
媒による「環化－分子間メチレン基移動」反応の適用範囲の拡大に成功している。  
 





 本研究の成果は、金触媒によるアルキンの  π 活性化を起点とし、含窒素ヘテロ環化合物の
合成法の開発を達成したものである。本研究で得られた知見から、今回見出した反応を様々
な基質へ適用することで多くのヘテロ環合成を可能にし、さらに基質設計や外部試薬の適切
な選択によって、より高度に官能基化されたヘテロ環合成へ大いに貢献できると期待される。 
これらの研究成果は、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有
することを示している。したがって、儀間真也氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論
文として合格と認める。 
